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                                                                          作成日：2023年03月24日
                                                 改訂日：



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごあいさつ

　
　

　株式会社協和製作所は、１９６５年１月の設立以来、エンジニアリングプラスチック
部品の製作に取り組んでまいりました。
  そのプラスチックが環境に与える影響を少しでも小さくなればと、エコアクション２１
の認証を取得し、毎年地道に環境負荷の低減を実行したいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年1月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　村松 孝志
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株式会社 協和製作所

環 境 経 営 方 針

環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、環境経営システムを

構築・運用し､ 全社一丸となって自主的・積極的に

環境保全活動に取り組みます｡

当社のプラスチック部品加工の事業活動における環境負荷の低減のため、行動

指針を次のように定めます｡

＜環境保全への行動指針＞

１．環境関連法規制や当社が約束したことを順守します｡

２．環境目標を定め､実施計画を立て､継続的改善に努めます｡

３．具体的な取り組みとして次のことを推進します｡

① 電力とガソリンの削減

② 廃棄物削減

③ 水道水の削減

④ 製品及びサービスにおける環境配慮

４．当社の全ての従業員にこの環境方針の周知と環境意識の

向上を図ります｡

制定日 2007年1月5日

改定日 2022年1月27日



□ 認証・登録の対称組織・活動

　　登録事業者名：株式会社協和製作所

株式会社協和製作所 環境経営システム組織図
更新日 2022/1/27

各担当者

電力 門脇 隼人

ガソリン 村松 孝志

廃棄物 藤井 茂

水道 藤井 茂

代表者（社長） ・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営システムの実施及び管理に必要な人､設備､費用､

時間能技術者を用意

・ 環境管理責任者を任命

・ 環境方針の策定･見直し及び全従業員へ周知

・ 環境目標の設定を承認

・ 代表者による全体の評価と見直しを実施

・ 環境活動レポートを承認

環境管理責任者 ・ 環境経営システムを構築し､実施し管理

・ 法規制等の要求事項登録簿を承認

・ 環境活動実施計画書を承認

・ 環境活動の取組結果を代表者へ報告

・ 環境経営システムの実施

・ 環境方針の周知

環境事務局 ・ 環境管理責任者、ＥＡ２１推進会議の事務局

・ 環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・ 環境活動実施計画書原案の作成

・ 環境活動実施計画の実績集計

・ 環境活動ﾚﾎﾟｰﾄの作成

・ 環境関連の外部コミュニケーションの窓口

担当責任者 ・ 各担当に関する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・ 特定された項目の手順書作成及び運用管理

・ 各担当の特定された緊急事態への対応のための手順書作成､テスト・訓練・記録

・ 各担当の問題点の発見､是正､予防処置

全従業員 ・ 環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・ 決められたことを守り､自主的･積極的に環境活動へ参加

役割・責任･権限

□ 登録事業所の概要

　（1） 事業者名及び代表者名
　　　　株式会社協和製作所
　　　　代表取締役社長　村松 孝志

  （2） 所在地
       本社・工場       大阪市淀川区加島１丁目２２番１５号
        第二工場  　　  大阪市淀川区三津屋南３丁目１８番１７号
        第三工場        大阪市淀川区加島１丁目２２番１１号

  （3） 環境保全関係の責任者及び担当者
        責任者　製造部：藤井 茂
　　　  TEL  06-6302-4649  FAX  06-6308-2091

  （４） 事業の規模
        製品出荷額　　  4億7967万円
        従業員　　　　　36名（パート含む）
        工場延べ床面積(本社・工場及び第二工場・第三工場合算)　1089㎡

　　対象事業所：本社・工場及び第二工場、第三工場
　　対象外　　　：なし

 　  活動　　　　：工業用プラスチック部品の製造及び販売

代表者
代表取締役 村松 孝志

認証･登録の適用範囲
本社：大阪市淀川区加島１丁目２２番１５号
第二工場：大阪市淀川区三津屋南3丁目18番１7号
第三工場：大阪市淀川区加島１丁目２２番１１号
活動：工業用プラスチック部品の製造及び販売

環境管理責任者
生産部NC課課長

藤井 茂

環境事務局
藤井 茂

渡利 幸生

全 従 業 員

フロン管理責任
者

藤井 茂



　□ 主な環境負荷の実績

2021年 2022年

二酸化炭素排出量 kg-CO2／年 136,786 80,991 90,806 87,780

項　目 単位
2006年

(基準年度)
2020年

247,151 263,212

産業廃棄物量(廃プラ） kg／年 42,300 24,820 26,366 30,763

電力消費量 KWh/年 295,047 218,267

386 386

ガソリン使用量 L / 年 5,325 2,494 2,441 2,503

排水量 ㎥／年 676 340
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燃費 km/L 8.50 10.45 9.58 8.87

ガソリンについては、2008年度より目標追加　2007年度を基準年度とする。
燃費については、2010年度より目標追加　2009年度を基準年度とする。
注）2006年度は、関西電力の二酸化炭素排出係数0.378
2020年度2021年度は、0.334（2018年度の関西電力の調整後排出係数）
2022年度は、0.311（2022年度の関西電力の調整後排出係数）を使用いています。
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*　2018年度以降の廃プラの削減率が下がっているのは、従来業者が中国でリサイクルし
ていたものが中国に輸出できなくなったため、産業廃棄物として処理することになったため

である
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□　環境目標及びその実績

　　 項目
年度

ｋｗｈ/万円

(目標)
2023年度

(基準年度) (実績)

電力の削減 使用量（ｋＷｈ）
244,889
(目標)

2024年度2006年 2021年度 2022年度
(実績) (目標)

263,212 244,889 244,889
△17％ △10.8% △17％ △17％

製品及びサービスに関する環境配慮

247,151

111,528 85,020

5,325 2,441

（参考）目標設定項目の二酸化炭素
　　　　 排出量(kg-CO2)

社内生産高1万円
当りの使用電力量

ガソリンの削減 総量（L/年）

(参考)　目標設定項目の二酸化炭素
        　排出量（kg-CO2）

燃費の向上（km/L）

295,047
△16.2%

12,364 5,667

△59.5%

節水 総量（㎥／年）

△54.2%

76,160 81,859 76,160 76,160

11.48 8.80 8.7 8.39 8.27 8.27

2,396 2,503 2,450 2,450

10.00 10.00

△55％ △53% △54％ △54％

30,456

8.50 9.58 11.00 8.87

972 972

5,563 5,811 5,688 5,688

△44％ △44％

△61％ △63.8% △64％ △64％

△37.6% △39％ △27.3% △28％ △28％

総量（kg／年）

展示会等での切削加工の環境負荷のアピール
簡易包装への取り組み　　生分解性材料の加工

産業廃棄物の削減

一般廃棄物の削減
2,700 1,093 1,053 978

廃プラ総量
（kg／年）

42,300 26,366 25,803 30,763 30,456

676 386 379 386 379 379

△42.9% △44％ △42.9%

目標未達成
昨年よりも大きく増加した仕事量によって加工量も増
えた分どうしても廃棄物が多くなり達成出来ませんで
した。
積極的に端材の再利用等、やれる事を引き続きやっ
ていきます。

一般廃棄物の削減
・ 資源ごみの回収
・ 裏紙使用の推進
・ マイ箸運動の促進
・ 紙コップの使用量削減

　一般廃棄物の削減
　基準数値　2,700kg
　目標　：1,053kg
　基準数値比　-61％
　実績　：978kg
　基準数値比　-63.8％

目標達成
仕事量も増え、稼働時間も多くなった中で一般廃棄
物に関しては目標を達成出来ました。
このまま資源ゴミの回収、分別収集を徹底して行って
いきます。

*　各項目下段の%は基準年比を示す。
*　社内生産高＝製品出荷額（売上高）―　(材料費+経費)
*  2022年度以降は、2022年度の関西電力の調整後排出係数0.311を使用いています。

□ 環境活動の取り組み計画と評価

取り組み計画 達成状況 評　価（結果と今後の方向）

 社内生産高1万円当りの
 使用電力量
 基準年：11.49kwh/万
 目標　：8.7kwh/万円
 基準年度比　-24.3％
 実績　：8.39kwh/万円
 基準年度比　-27％

目標達成
今年度も仕事量が増え使用量も増えてしまいました
が、目標は達成出来ました。
次年度も目標達成が出来る様に、引き続き効率UP
や不良発生減を目指します。

電力の削減
・省エネ目標説明
・昼休みの消灯及びエアコンOFF
・クールビズ・ウォームビズ運動
・冷房２８℃　暖房２０℃
・ エアコンフィルターの定期清掃
・ 室温測定の継続
・ 水銀灯交換時省エネタイプに変え
　る
・ 不良発生率20％ダウンに取り組
む
・ 継続品の作業効率UPに取り組む
・ 工作機械及び各種機器の入れ替
　えの時、省エネタイプに変更する
・ LED照明の採用
・ エアー漏れの定期点検の実施

 基準年度：295,047kWh
 目標   ：244,889 kwh
 2006年度比　-17%
 実績   ：263,212kwh
 2006年度比 -10.8%

目標未達成
今年度は2020年,2021年に比べ更に仕事量が増え、
電力使用量もそれに伴い増えました。
目標は未達成ですが、生産効率は年々向上している
はずなのでこのまま電力量減を目指していきます。

産業廃棄物の削減
・ 廃棄物削減目標説明
・ 廃棄材料の分別
・ 金属類の分別回収
・ 不良発生率前年度比-20％削減
・　端材の利用拡大
・　定尺からの取り数が良くなる
　  加工方法を考える

 産業廃棄物の削減
 基準数値　42,300kg
 目標　：25,803kg
 基準数値比　-39％
 実績　：30,763kg
 基準数値比　-27.3％
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騒音・振動規制法
法令：空気圧縮機
大阪府条例：空気圧縮機、マシニングセンター、集塵機

製品及びサービスにおける
環境配慮
・ お客さまのニーズに沿った簡易
  包装に取り組む
・ ホームページなどを使い自社のエ
  コ活動の取り組みをアピールする
・ 生分解性の材料の加工

 簡易包装に出来るお客
 様から取り組み

 ホームページにエコアク
 ションのロゴの表示

目標未達成
引き続き緩衝材や再利用出来そうな配送用の箱もお
客様から届いた物を再利用する取り組みは行われて
います。
今年度もコロナの影響で展示会の参加に行けず、新
しい取り組みが行えていません。次年度は展示会等
の参加も検討したいと思っています。

総括
今年度はほぼ毎月の売り上げ目標を上回る仕事量でしたので、稼働時間や加工数も多くなった為に目標達成が少な
くなってしまいました。
ですが社内生産高1万円当りの使用電力量や、稼働時間が多い中での一般廃棄物の目標達成は評価出来るところ
だと思います。
どの目標にもエコ活動をしっかりと意識し取り組んでまいります。

□　環境関連法規制等の順守状況

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

基準年度　：5325Ｌ
目標　　　：2,396L
2007年度比-55％
実績　　　：2,503Ｌ
2007年度比　-53%

目標未達成
仕事量が増えた分、営業活動や納品活動も多くなり
達成出来ませんでした。ガソリンの削減

燃費の向上
・ 燃費向上目標の説明
・ アイドリングストップ
・ 急加速・急停止の防止
・ 毎日行動方面の打ち合わせをし、
　 無駄な動きの軽減
・ 空ふかしをしない
・ 無駄な荷物を乗せない
・ 定期点検を必ず行なう
・ 社用車をハイブリットカーや電気
   自動車へ切り替える
・ タイヤの空気圧の定期点検

燃費基準年度：8.5km/L
目標　　11.0km/L
基準年度比29％UP
実績　　8.87km/L
基準年度比0％ＵＰ

目標未達成
今年の夏は暑く冷房の使用も増えた為、夏季の燃費
は特に悪かったように思います。
使用量や燃費に関しても目標達成出来る様に燃費
向上になる運転や活動を行っていきます。

節水
・水道水削減目標説明
・ 節水呼びかけ
・ 水道の元栓を絞る

基準年度　：676㎥
目標　　　：379㎥
2006年度比-44％
実績      ：386㎥
2006年度比-42.9％

目標未達成
稼働時間も多くなった分どうしても水道使用量も増加
してしまい、達成出来ませんでした。
今まで以上に節水を呼び掛けていきます。

取り組み計画 達成状況 評　価（結果と今後の方向）

環境経営方針　　■変更の必要性無し　　□変更の必要性有り

環境経営目標・計画　　□変更の必要性無し　　■変更の必要性有り
　　　　　　　　　　　　　　　（2022年実績を踏まえ2023年度目標値を変更する）

実施体制　　■変更の必要性無し　　変更の必要性有り

昨年からの材料を始め全ての物が値上がりしました。脱炭素活動に
必要な経費捻出の為にも早急に価格への転嫁が求められます.

□　代表者による全体の評価と見直し

―　8　―

消防法 社屋全体

労働安全衛生法 ＳＤＳの入手、化学物質のリスクアセスメント

環境関連法規制等の順守状況の定期評価の結果、違反はありませんでした。
また、過去３年間にわたって、違反や訴訟もありませんでした。

フロン排出抑制法 業務用冷凍空調機器

毒物・劇物取締法 接着剤

産業廃棄物処理法 産業廃棄物(廃プラ、廃蛍光灯)

廃棄物処理法
一般廃棄物
大阪市条例：資源可能な紙類の焼却工場への搬入禁止

自動車リサイクル法 自動車

家電リサイクル法 エアコン　テレビ　冷蔵庫

適用される法規制 適用される施設等
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